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コースをインポートする 

現在のコースのコンテンツを新年度のコースに移行する場合は，インポートを利用します。 

 

1. 新年度のコース（移行先）を開き，タブメニューの中から「さらに」をクリックして，開いた 

メニューより「コース再利用」を選択する。コース再利用画面のメニューから「インポート」を 

クリックします。 
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2. インポートするデータ元のコースを選択して，「続ける」をクリックします。登録されている 

コースが多数ある場合は，授業科目名やコース名で検索してください。 

 

 

3. インポート設定の画面が表示されます。初期設定ではデータ元のコースのすべてのコンテンツを 

インポートします。インポートしないコンテンツはチェックを外します。この設定でコンテンツ 

をインポートする場合は，「最終ステップにジャンプする」をクリックすると，即時インポートが 

開始されます（→6.へ）。さらに個別にインポートするコンテンツを選択する場合は，「次へ」を 

クリックします。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 
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4. インポートするコンテンツを選択する画面が表示されます。チェックを外した項目はインポート 

されません。確認したら，ページ下部の「次へ」をクリックします。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

 

5. インポートする項目の確認画面が表示されます。確認のうえ，「インポートを実行する」をクリッ 

クします。 
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6. インポートが実行されます。インポート実行中はページを閉じずにそのままお待ちください。 

 

 

7. インポートが完了すると，その旨のメッセージが表示されますので，「続ける」をクリックします。 
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8. インポートされたコースが表示されます。これで完了です。 

 

 

※以前から継続して使用しているコースのデータをインポートすると、トピックタイトル部分が 

下図のように反映されたり、反映されなかったりする事象が発生する場合があります。 

その場合、お手数ですが、手動でトピックタイルを変更いただきますようお願い致します。 

（本事象の発生原因ついては、現在も調査中です） 

 

 

 

 

 

 トピックタイトルが反映されていない 

 トピックタイトル以外は反映されている 

 トピックタイトルが反映されている 
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コースをバックアップする 

コースのバックアップを取得します。また，現在のコースのコンテンツを新年度のコースにリストア 

（復元）する場合は，まずコースのバックアップを取得する必要があります。 

新年度のコースにコンテンツを移行する場合は，「インポート」を利用したほうが手順が少なくなりま 

す。 

 

1. バックアップを行うコースを開き，タブメニューの中から「さらに」をクリックして，開いたメ 

ニューより「コース再利用」を選択する。コース再利用画面のメニューから「バックアップ」をク 

リックします。 
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2. バックアップの設定画面が表示されます。「登録済みユーザを含む」にはチェックを入れないでく 

ださい。「登録済みユーザを含む」にチェックを入れると，過去の学生ユーザの活動記録もバック 

アップされますが，それらの学生ユーザの記録を新年度のコースにリストアすることはできませ 

ん。ほかの項目は初期設定のままで問題ありません。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

 

3. ページを下にスクロールし，コースの内容をすべてバックアップする場合は「最終ステップにジ 

ャンプする」を押すと，即時バックアップが開始されます（→6.へ）。コースの内容を個別に選択 

してバックアップする場合は，「次へ」を押します。 

 

 

 チェックを入れない 
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4. 3.で「次へ」を押した場合，バックアップをする項目を選択する画面が表示されます。バックアッ 

プに含めない項目はチェックを外し，ページ下部の「次へ」をクリックします。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

 

5. バックアップのファイル名を入力する画面が表示されます。任意のファイル名を設定する場合は 

入力し，下部のバックアップ項目の内容を確認のうえで，「バックアップを実行する」をクリック 

します。 

 
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 
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6. バックアップが実行されます。 

 

 

7. バックアップ実行中に「コースに戻る」を選択した場合でも，バックグラウンドでバックアップ 

の作成処理は継続されます。バックアップが正常に完了すると，完了を知らせるメールが届きま 

す。 
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8. 「コースに戻る」を選択せず，そのまま画面上でお待ちいただいた場合は，バックアップが正常 

に完了すると作成完了のメッセージが表示されますので、「続ける」をクリックします。 

 
 

9. 「ユーザプライベートバックアップエリア」にバックアップが作成されます。つづけてリストア 

する場合は，ファイル名を確認し，このまま「コースをリストアする（通常）」へ進みます。2.で 

「登録済みユーザを含む」にチェックを入れた場合は「コースバックアップエリア」に作成されま 

す。この場合は「ダウンロード」を押してバックアップファイルを手元の端末にダウンロードして 

ください。 
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コースをリストアする（通常） 

1. リストア先のコースを開き，タブメニューの中から「さらに」をクリックして，開いたメニュー 

より「コース再利用」を選択する。コース再利用画面のメニューから「リストア」をクリックし 

ます。 

 

 

 

 



13 

 

2. リストア元のバックアップファイルを選択する画面が表示されます。前章で作成されたバックア 

ップファイルは「ユーザプライベートバックアップエリア」の中にありますので，該当するファイ 

ルの右側の「リストア」をクリックします。 

 

 

  

   

手元の端末に保存されているバックアップファイルからリストアする場合は，上部の「バックアッ 

プファイルをインポートする」にファイルを読み込んで「リストア」をクリックします。 
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3. バックアップファイルの内容を確認する画面が表示されます。確認のうえ，ページ下部の「続け 

る」をクリックします。 

 
～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

 

4. リストア先を選択する画面が表示されます。「このコースにリストアする」の中の，「バックアッ 

プコースをこのコースに結合する」を選択し，「続ける」をクリックします。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

※必ず，「このコースにリストアする」の項目から作業をしてください。 

ここで「新しいコースとしてリストアする」を選択すると，失敗し，「コースリストア処理中..」 

というコースが複数作成されてしまい先生方では削除することができません。 

※万が一失敗して「コースリストア処理中..」コースが作成された場合は，以下にご連絡ください。 

■香川大学 Moodle サポートメール moodle-support-h@kagawa-u.ac.jp 
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5. リストアの設定画面が表示されます。初期設定のまま「次へ」を押します。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

 

6. リストアする項目を選択する画面が表示されます。「コース設定を上書きする」は必ず「No」とし 

てください。下部のリストアする項目の選択は必要に応じておこなってください。チェックを外し 

た項目はリストアされません。確認したら，ページ下部の「次へ」を押します。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 
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7. リストアする項目の確認画面が表示されます。確認のうえ，「リストアを実行する」を押します。 

 

 

8. リストアが実行されます。 

 

 

9. リストア実行中に「コースに戻る」を選択した場合でも，バックグラウンドでリストアの処理は 

継続されます。リストアが正常に完了すると，完了を知らせるメールが届きます。 
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10.「コースに戻る」を選択せず，そのまま画面上でお待ちいただいた場合は，リストアが正常に完 

了するとその旨のメッセージが表示されますので、「続ける」をクリックします。 

 

 

11. リストアされたコースが表示されます。これで完了です。 
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コースをリストアする（削除） 

誤って別のコースの内容をリストアしたときなど，リストア先のコースの内容を削除したうえでリス 

トアしたい場合があります。その場合は十分に確認のうえ，以下の通りにおこなってください。コース 

開講後にこの操作は絶対に行わないでください。 

 

1. 「コースをリストアする（通常）」の 1~3 を参照し，操作します。 

2. リストア先を選択する画面が表示されます。「このコースにリストアする」の中の，「このコース 

のコンテンツを削除してリストアする」を選択し，「続ける」をクリックします。 

 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

 

※必ず，「このコースにリストアする」の項目から作業をしてください。 

ここで「新しいコースとしてリストアする」を選択すると，失敗し，「コースリストア処理中..」 

というコースが複数作成されてしまい先生方では削除することができません。 

※万が一失敗して「コースリストア処理中..」コースが作成された場合は，以下にご連絡ください。 

■香川大学 Moodle サポートメール moodle-support-h@kagawa-u.ac.jp 

 

3. リストアの設定画面が表示されます。初期設定のまま「次へ」を押します。 
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4. リストアする項目を選択する画面が表示されます。 

  

 

「コース設定を上書きする」は「No」， 

「現在のロールおよび登録を保持する」は「Yes」としてください。 

この設定に従わない場合，すでにコースに登録されている学生とほかの教員ユーザがすべてコー 

スから登録解除されます。下部のリストアする項目の選択は必要に応じておこなってください。チ 

ェックを外した項目はリストアされません。確認したら，ページ下部の「次へ」を押します。 

 

 

5. これ以降の操作は「コースをリストアする（通常）」の 7~10 と同様です。リストアが完了すると， 

リストア前のコースの内容がすべて削除されたうえでリストアされます。 

 

 

 


